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本資料にて開示されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在の判断や入手可能な情報に基づくもので、種々の要因により変化すること
があり、これらの目標や予想の達成、および将来の業績を保証するものではありません。また、これらの情報は、今後予告なしに変更されるこ
とがあります。したがって、本情報および資料の利用は、他の方法により入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によって行ってくださ
い。本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
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お詫び
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「平成30年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について

【訂正の内容】
■情報システム関連事業の受注高および受注残高の金額訂正について

＜添付資料 3ページ＞
１．経営成績等の概況

（１）当連結会計年度の経営成績の概況
〔セグメント別の状況〕

情報システム関連事業に関する説明文中に記載の受注高および前期比増加率
＜添付資料 25ページ＞

４．その他
（１）受注及び販売の状況

①受注実績
表中に記載の情報システム関連事業の受注高および受注残高、ならびにこれらの前期比増加率

■連結貸借対照表における有形固定資産の金額訂正について
＜添付資料 10ページ＞

３．連結財務諸表及び主な注記
（１）連結財務諸表

表中に記載の有形固定資産における「建物及び構築物」、「機械装置及び運搬具」、「工具、器具及び備品」、
ならびにこれらの科目ごとの「減価償却累計額」の金額
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会社概要
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金沢本社

東京本社

（2018年3月31日現在）

社名 三谷産業株式会社

創業 1928（昭和3）年2月11日

設立 1949（昭和24）年8月11日

代表者 代表取締役社長　三谷忠照

本社所在地 金沢本社：石川県金沢市　/　東京本社：東京都千代田区

資本金 40億18百万円

従業員数 連結：4,847名　/　単体：470名

上場証券取引所 東証・名証一部（証券コード：8285）

連結子会社 23社（国内：12社　/　海外：11社）

発行可能株式総数 220,000,000株

発行済株式総数 57,176,000株

単元株式数 100株

株主数 10,590名

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
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事業概要
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首都圏・北陸地区・ベトナムを主要拠点に6つの事業を展開する総合商社
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2017年度 連結P/L
2017年度は増収増益。増収は2期ぶり、親会社株主に帰属する当期純利益の増益は2期連続。
通期見通し対比においては、親会社株主に帰属する当期純利益を除いて未達。

✔ 売上高：富士通㈱のﾍﾞﾄﾅﾑ子会社であったFCV社の子会社化により樹脂・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽが大幅に増加し、増収
✔ 営業利益：情報ｼｽﾃﾑおよび住宅設備機器が牽引し、増益
✔ 経常利益：営業利益の増加を主要因に、増益
✔ 親会社株主に帰属する当期純利益：営業利益の増加を主要因に、増益
✔ 親会社株主に係る包括利益：親会社株主に帰属する当期純利益の増加ならびにその他有価証券評価差額金

の増加により、増益
※FCV社…Fujitsu Computer Products of Vietnam, Inc.

（単位：百万円）

FY16 FY17 増減額 前期比 FY17
通期見通し 達成率

売上高 66,869 80,819 ＋ 13,950 ＋ 20.9% 82,500 98.0%

売上総利益 12,755 13,653 ＋ 897 ＋ 7.0% ― ―
　　（利益率） 19.1% 16.9% ▲ 2.2% ー ー ー

営業利益 2,331 2,403 ＋ 72 ＋ 3.1% 2,800 85.8%

経常利益 2,797 2,972 ＋ 174 ＋ 6.3% 3,100 95.9%
親会社株主に帰属する
当期純利益 2,010 2,123 ＋ 113 ＋ 5.6% 1,800 118.0%

親会社株主に係る
包括利益 2,877 2,996 ＋ 119 ＋ 4.2% ― ―
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売上高の推移
過去10年間における売上高は、国内市場の縮小や商品価格の変動など、ﾏｲﾅｽの外部環境変化がありながらも
、営業力の強化やものづくりの加速により、年平均3.4％で成長。

（単位：百万円）
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親会社株主に帰属する当期純利益の推移
親会社株主に帰属する当期純利益も過去5年間において年平均19.8％と大きく成長。

（単位：百万円）
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2017年度 セグメント別売上高
2017年度は、その他を除くすべてのｾｸﾞﾒﾝﾄで増収。通期見通し対比では、ｴﾈﾙｷﾞｰを除くすべてのｾｸﾞﾒﾝﾄで
達成率95％以上。

✔ 化学品：医薬品向け原薬の減少を、国内化成品、機能性素材・環境ﾋﾞｼﾞﾈｽおよびﾍﾞﾄﾅﾑ化成品の増加で補
い、増収

✔ 空調設備工事：ｵﾌｨｽﾋﾞﾙや病院等の大型物件の完工により、増収
✔ 情報ｼｽﾃﾑ：公共機関向けﾊｰﾄﾞｳｴｱ、ｼｽﾃﾑ開発案件および「POWER EGG」の受注好調により、増収
✔ 樹脂・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：FCV社の子会社化に加えて、車載向け樹脂成形品の量産が寄与し、増収
✔ ｴﾈﾙｷﾞｰ：民生用LPｶﾞｽでの販売価格の復調ならびに新規顧客獲得による販売数量増加により、増収
✔ 住宅設備機器：首都圏および北陸地区での完工・引き渡しが順調であったことから、増収

（単位：百万円）

FY16 FY17 増減額 前期比 FY17
通期見通し 達成率

化学品 29,310 30,372 ＋ 1,061 ＋ 3.6% 31,821 95.4%

空調設備工事 9,336 9,950 ＋ 614 ＋ 6.6% 10,176 97.8%

情報ｼｽﾃﾑ 5,794 6,134 ＋ 339 ＋ 5.9% 6,051 101.4%

樹脂・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 6,079 17,415 ＋ 11,335 ＋ 186.5% 17,955 97.0%

ｴﾈﾙｷﾞｰ 5,518 5,747 ＋ 229 ＋ 4.2% 6,166 93.2%

住宅設備機器 11,077 12,389 ＋ 1,311 ＋ 11.8% 11,411 108.6%

その他 1,755 1,698 ▲ 56 ▲ 3.2% 1,734 97.9%
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2017年度 セグメント別売上高
（単位：百万円）

※セグメント間の内部売上高含む

＜セグメント別売上高＞

＜構成比＞
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2017年度 セグメント別営業利益
2017年度は、情報ｼｽﾃﾑおよび住宅設備機器が牽引し、増益。通期見通し対比では、化学品、樹脂・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸ
ｽ、ｴﾈﾙｷﾞｰを除くｾｸﾞﾒﾝﾄで達成。

✔ 化学品：医薬品向け原薬の減少をその他ﾋﾞｼﾞﾈｽで補い切れず、減益
✔ 空調設備工事：ｵﾌｨｽﾋﾞﾙや病院等の大型物件の完工により、増益
✔ 情報ｼｽﾃﾑ：「POWER EGG」の販売好調ならびにｼｽﾃﾑ開発案件の安定的な進捗により、増益
✔ 樹脂・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：車載向け樹脂成形品の品質安定・生産効率向上に向けた高難度生産設備の開発やそれに

伴う人員増加等により、減益
✔ ｴﾈﾙｷﾞｰ：産業用燃料の利益率悪化、ｼｽﾃﾑ投資に伴う減価償却費の増加および人件費増加等により、減益
✔ 住宅設備機器：首都圏および北陸地区での完工・引き渡しが順調であったことから、増益

（単位：百万円）

FY16 FY17 増減額 前期比 FY17
通期見通し 達成率

化学品 1,360 1,296 ▲ 64 ▲ 4.7% 1,562 82.9%

空調設備工事 726 821 ＋ 95 ＋ 13.1% 763 107.7%

情報ｼｽﾃﾑ 429 751 ＋ 321 ＋ 74.8% 609 123.2%

樹脂・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 602 546 ▲ 56 ▲ 9.3% 807 67.6%

ｴﾈﾙｷﾞｰ 319 281 ▲ 38 ▲ 12.1% 344 81.6%

住宅設備機器 74 204 ＋ 129 ＋ 173.2% 149 136.9%

その他 163 160 ▲ 2 ▲ 1.4% 123 130.4%
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2017年度 セグメント別営業利益
（単位：百万円）

※セグメント間の内部利益含む

＜セグメント別営業利益＞

＜構成比＞
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2017年度 連結B/S
2017年度は、総資産・負債ともに増加し、純資産も増加。自己資本比率は前期から5.6ﾎﾟｲﾝﾄ低下し、41.9
％。

✔ 流動資産：受取手形及び売掛金＋32億5百万円、仕掛品＋9億21百万円、現金及び預金＋9億円を主要因
に増加

✔ 固定資産：投資有価証券＋36億32百万円、建設仮勘定＋16億52百万円を主要因に増加
✔ 流動負債：短期借入金＋52億82百万円、支払手形及び買掛金＋14億4百万円を主要因に増加
✔ 固定負債：繰延税金負債＋4億42百万円を主要因に増加
✔ 株主資本：利益剰余金＋16億68百万円を主要因に増加
✔ 純資産：株主資本＋16億46百万円、その他有価証券評価差額金＋10億33百万円を主要因に増加

（単位：百万円）

＜FY17＞
FY16 FY17 増減額

流動資産 30,470 37,434 ＋ 6,964

固定資産 27,746 34,614 ＋ 6,868

資産合計 58,216 72,048 ＋ 13,832

流動負債 24,868 32,936 ＋ 8,067

固定負債 4,256 5,865 ＋ 1,609

株主資本 24,322 25,969 ＋ 1,646

純資産

33,246

固定資産

34,614

固定負債

5,865

流動資産

37,434

流動負債

32,936
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2017年度 連結C/F
2017年度は前期比で営業CFがﾏｲﾅｽ、投資CFがﾏｲﾅｽ、財務CFがﾌﾟﾗｽとなり、ﾌﾘｰCFはﾏｲﾅｽ。

✔ 営業CF：売上債権およびたな卸資産の増加を主要因に16億36百万円
✔ 投資CF：有形固定資産の取得および投資有価証券の取得による支出を主要因に▲53億89百万円
✔ 財務CF：借入金の増加による収入を主要因に49億35百万円
✔ ﾌﾘｰCF：前期比59億79百万円のﾏｲﾅｽ

（単位：百万円）

FY16 FY17

※ﾌﾘｰCF ＝ 営業CF ＋ 投資CF

FY16 FY17 増減額

営業CF 4,298 1,636 ▲ 2,661

投資CF ▲ 2,071 ▲ 5,389 ▲ 3,318

財務CF ▲ 2,404 4,935 ＋ 7,340

ﾌﾘｰCF 2,226 ▲ 3,753 ▲ 5,979
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2018年度 連結業績見通し
2018年度は、増収ながら、営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益は減益見通し。

✔ 売上高：化学品の増加を主要因に、増収見通し
✔ 営業利益：情報ｼｽﾃﾑおよび住宅設備機器の減少を主要因に、減益見通し
✔ 経常利益：営業利益の減少に加えて、前期における為替差益の発生ならびに持分法投資利益の減少により

、減益見通し
✔ 親会社株主に帰属する当期純利益：経常利益の減少に加えて、前期に発生した移転補償金等の特別利益の

発生がなく、減益見通し

（単位：百万円）

※ベトナム関連事業売上高は、当社ケミカル事業部海外ビジネスとベトナム子会社の単純合算値

FY17 FY18
通期見通し 増減額 前期比

売上高 80,819 83,000 ＋ 2,181 ＋ 2.7%

営業利益 2,403 2,350 ▲ 53 ▲ 2.2%

経常利益 2,972 2,750 ▲ 222 ▲ 7.5%
親会社株主に帰属する
当期純利益 2,123 1,640 ▲ 483 ▲ 22.8%

ﾍﾞﾄﾅﾑ関連事業売上高 20,794 20,936 ＋ 142 ＋ 0.7%
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2018年度 セグメント別売上高・営業利益見通し
2018年度は、情報ｼｽﾃﾑ、ｴﾈﾙｷﾞｰを除いて増収見通し。情報ｼｽﾃﾑ、住宅設備機器、その他を除いて増益見通
し。

✔ 化学品：医薬品向け原薬での伸長を主要因に、増収増益見通し
✔ 空調設備工事：首都圏での新築・ﾘﾆｭｰｱﾙ工事の進展により、増収増益見通し
✔ 情報ｼｽﾃﾑ：前期における金融機関向け「POWER EGG」販売の反動により減収、「POWER EGG」の

ﾒｼﾞｬｰﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟに向けた開発体制の強化および人員増強により減益見通し
✔ 樹脂・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：車載向け樹脂成形品の量産が堅調に推移し、増収増益見通し
✔ ｴﾈﾙｷﾞｰ：原油価格およびCP（LPｶﾞｽ輸入価格）が比較的落ち着いた動きを示すと見込まれることから減収

、燃料油販売における単位当たり利益の確保および機器設備の拡販により増益見通し
✔ 住宅設備機器：非住宅の新築・ﾘﾆｭｰｱﾙ工事の伸長により増収、販路拡大に向けた営業体制の強化や新製品

開発等の経費増加により減益見通し
（単位：百万円）

FY17 FY18
通期見通し 増減額 前期比 FY17 FY18

通期見通し 増減額 前期比

化学品 30,372 31,962 ＋ 1,590 ＋ 5.2% 1,296 1,357 ＋ 61 ＋ 4.7%

空調設備工事 9,950 10,008 ＋ 58 ＋ 0.6% 821 831 ＋ 10 ＋ 1.2%

情報ｼｽﾃﾑ 6,134 5,870 ▲ 264 ▲ 4.3% 751 650 ▲ 101 ▲ 13.4%

樹脂・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 17,415 17,628 ＋ 213 ＋ 1.2% 546 625 ＋ 79 ＋ 14.5%

ｴﾈﾙｷﾞｰ 5,747 5,545 ▲ 202 ▲ 3.5% 281 337 ＋ 56 ＋ 19.9%

住宅設備機器 12,389 12,886 ＋ 497 ＋ 4.0% 204 110 ▲ 94 ▲ 46.1%

その他 1,698 1,856 ＋ 158 ＋ 9.3% 160 107 ▲ 53 ▲ 33.1%

売上高 営業利益
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2018年度 セグメント別売上高・営業利益見通し
（単位：百万円）

※セグメント間の内部売上高・利益含む

＜セグメント別売上高＞

＜セグメント別営業利益＞
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FY17 FY18

通期見通し
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TOPICS

富山八尾工場外観

富山八尾工場屋外タンク
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TOPICS

ADMS社

FCV社

FCV社・ADMS社工場敷地

ADMS社工場成形ライン
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TOPICS

I社製品その他

M社製品 28％

31％

13％

28％

＜地方銀行64行におけるグループウエアのシェア＞

I社製品その他

M社製品 12.5％

37.5％

10％

40％

（当社調べ）

【2018年3月時点】

【2016年8月時点】
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業界と業界の結合・融合を、お客さまの価値へ
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配当方針
株主に対する利益還元を重要な経営課題の一つと認識し、継続的な安定配当を実施するとともに、企業体質
の強化と将来の事業拡大に備えるため、必要な内部留保を確保していくことを基本方針としております。内
部留保資金については、将来の事業拡大に伴う運転資金、既存事業の拡大および新規事業の開発に伴う投資
資金として有効活用していきたいと考えております。
なお、当社は３年ｽﾊﾟﾝでの中期経営計画を策定しており、外的・内的環境の変化に応じて必要な見直しを行
っておりますが、中期経営計画の進捗状況を見極めつつ、継続的な安定配当を実施するために、内部留保の
うち配当積立金について、年間配当金総額の３倍程度の水準を一つの目標とし確保してまいります。
これらの基本方針のもと、株主のみなさまからのご意見等も総合的に検討したうえで、株主還元の拡充に努
めてまいります。

（単位：円）

中計ターム中計ターム中計ターム

6 6 6 6 6 6 6 6 7 8 8 
4.44 

10.71 

5.85 
2.24 
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	スライド番号 1
	お詫び
	会社概要
	事業概要
	2017年度　連結P/L
	売上高の推移
	親会社株主に帰属する当期純利益の推移
	2017年度　セグメント別売上高
	2017年度　セグメント別売上高
	2017年度　セグメント別営業利益
	2017年度　セグメント別営業利益
	2017年度　連結B/S
	2017年度　連結C/F
	2018年度　連結業績見通し
	2018年度　セグメント別売上高・営業利益見通し
	2018年度　セグメント別売上高・営業利益見通し
	TOPICS
	TOPICS
	TOPICS
	TOPICS
	スライド番号 21
	配当方針

